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2023年度設備機器購入希望について（調査） 

 

 次年度（2023 年度）西宮共同利用研究施設（共同研）に設置を希望する設備機器について、希

望調査を実施いたします。研究を遂行する上で必要な設備機器であり、共同研に設置を希望する

ものがありましたら、以下の点に留意して、別紙「調査書」に記入の上、共同研管理室までご提

出下さい。詳細につきましては［記入要領］をご確認ください。 

 今年度申請予定の設備機器（共焦点レーザースキャン顕微鏡）につきましては、高額機器等調

査の結果、補助金申請が承認されませんでした。1,000 万円以上（定価）の高額設備機器は文部

科学省による設備整備補助金に申請することとして、例年希望調査を行っておりましたが、設備

機器更新計画（2020年度策定）にもとづき、2023年度申請の設備機器（共焦点レーザースキャン

顕微鏡、蛍光倒立顕微鏡）を予定しております。そのため、次年度の 1,000 万円以上の設備機器

申請はできませんが、今後の参考として希望調査は実施いたします。 

 なお、提出された希望機器の内、特に緊急性、必要性の高いものについては、従来通り学長及

び施設長の協議により、2022年度中に購入される場合も有りますことを申し添えます。 

 

１）希望する設備機器は共通性や汎用性があり、複数の利用者が見込める設備機器としてください。 

２）希望したエリアに設備機器を設置することが原則となっていますが、関連するエリアがある場

合は調査書にそのエリアも記入して下さい。 

３）個人で設備機器（500 万円程度）の購入を希望する場合は複数の利用者からの希望が必要とな

ります。 

４）コンピュータのソフトウェア単体では、設備機器とは認められませんのでご注意下さい。 

５）提出できる設備機器は、納入価格 100万円以上の機器・システムとします。 

６）定価 100万円未満の設備機器は、小額設備機器として希望可能です。詳細につきましては［記

入要領］をご確認いただき、小額設備機器購入希望調査書に記入してください。 

７）定価 1,000万円以上の設備機器は、文科省申請機器（高額設備機器）の対象となります。 

 

書式については、例年どおり講座及び個人での希望が記入できるようにしております。提出し

ていただきました調査書は、9 月開催予定の利用者会資料といたします。本調査書を提出された

方は、利用者会で希望理由について説明していただきます。利用者会には必ずご出席ください。

その後の西宮運営小委員会、運営委員会の協議を経て順位を付け予算要求することとなります。

利用者会の開催日程などにつきましては、改めてお知らせいたします。 

 

提出場所  共同研管理室（教育研究棟７階） e-mail:kyodoken@hyo-med.ac.jp 

提出期限  2022年 8月 31日（水）  



記 入 要 領 

 

[設備機器購入希望調査書] ※1 

 設備機器１件につき調査書１枚を提出して下さい。 

 

１．希望順位 同一エリアで希望する設備機器が複数ある場合には、順位を付ける。 

２．設備機器名 具体的名称を記入する。 

３．記載者、希望者 講座・研究室の場合は所属、所属長、記載者、連絡先を記入する。 

個人の場合は希望者の所属、氏名、連絡先を記入する。 

４．メーカー名・ 

型式・仕様 
設備が装置一式の場合は、主要な付属品等についても記入する。 

５．設置エリア 分析機器エリア、培養・遺伝子実験エリア、微細形態エリアと記入する。 

６．価格 納入価格を記入する。 

・納入価格 500 万円以上の高額機器・システムにつきましては、財務企画部に高

額機器等調査依頼書を提出して調査を受ける必要があります。従いまして、希

望する装置を含めて同等装置 3 機種の中から機種選定する必要がありますので

ご留意下さい。 

７．当該設備機器を

整備する目的 

研究課題を実行する上での当該設備機器との関連性を具体的に記入する。すでに

設置されている設備機器の更新の場合は更新の必要性を、また本体のバージョン

アップや付属装置の追加などは、その導入効果を記入する。 

８．その他※2 見積書、カタログ、参考資料を添付する。 

※1 メールで提出する場合、CCに上長を入れてください。 

※2 PDFでの提出可能（メール可） 

 

 

［小額設備機器購入希望調査書］ 

１．希望する小額設備機器は共通性があり、複数の利用者が見込める設備機器としてください。 

２．設備機器、既存装置のオプション等が対象機器となります。 

３．コンピュータのソフトウェア単体でも希望可能です。 

４．見積もりは不要です。カタログ等、定価が記載されている資料を提出ください。 

 

 

［高額設備機器希望調査書］ 

見積もりは不要です。カタログ等、定価が記載されている資料を提出ください。 

 

 

なお、小額設備機器の選定につきましては、利用者会で希望者から設備機器の利用方法等をご

説明いただき、出席者から意見を聞き、緊急性、必要性、予算等を鑑みて、エリア代表者と共同

研スタッフで選定することをご了承ください。 

 

以上 


